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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）薄膜ニチノール（ＴＦＮ）マイクロメッシュを含む足場マトリックス内に配置さ
れた遺伝的に再プログラムされたリンパ球、（ｉｉ）フィブリンを含むリンパ球接着部分
、及び（ｉｉｉ）ＣＤ１３７に特異的な抗体を含むリンパ球活性化部分を含む、リンパ球
足場。
【請求項２】
　遺伝的に再プログラムされたリンパ球が、Ｔ細胞を含み、リンパ球活性化部分が、ＣＤ
３、ＣＤ２８及びＣＤ１３７に特異的な抗体を含む、請求項１に記載のリンパ球足場。
【請求項３】
　遺伝的に再プログラムされたリンパ球が、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を含み、リン
パ球活性化部分が、インターロイキン１５、及びＣＤ１３７に特異的な抗体を含む、請求
項１に記載のリンパ球足場。
【請求項４】
　遺伝的に再プログラムされたリンパ球が、Ｔ細胞及びＮＫ細胞を含み、リンパ球活性化
部分が、ＣＤ１３７に特異的な抗体を含む、請求項１に記載のリンパ球足場。
【請求項５】
　ＳＴＩＮＧアゴニストをさらに含む、請求項１に記載のリンパ球足場。
【請求項６】
　ＳＴＩＮＧアゴニストが、ｃ－ｄｉＧＭＰ、ｃ－ｄｉＡＭＰ、ｃ－ＧＡＭＰ、ｃ－ＡＩ
ＭＰ、（３’，２’）ｃ－ＡＩＭＰ、（２’，２’）ｃ－ＡＩＭＰ、（２’，３’）ｃ－
ＡＩＭＰ、ｃ－ＡＩＭＰ（Ｓ）、ｃ－（ｄＡＭＰ－ｄＩＭＰ）、ｃ－（ｄＡＭＰ－２’Ｆ
ｄＩＭＰ）、ｃ－（２’ＦｄＡＭＰ－２’ＦｄＩＭＰ）、（２’，３’）ｃ－（ＡＭＰ－
２’ＦｄＩＭＰ）、ｃ－［２’ＦｄＡＭＰ（Ｓ）－２’ＦｄＩＭＰ（Ｓ）］、ｃ－［２’
ＦｄＡＭＰ（Ｓ）－２’ＦｄＩＭＰ（Ｓ）］（ＰＯＭ）２及び／又はＤＭＸＡＡを含む、
請求項５に記載のリンパ球足場。
【請求項７】
　請求項１に記載のリンパ球足場を含む、対象におけるエスケープバリアント腫瘍細胞を
含む不均一な固形腫瘍を治療するための医薬組成物であって、請求項１に記載のリンパ球
足場は、対象における不均一な固形腫瘍の破壊を導くのに十分な不均一な固形腫瘍細胞の
近位内に、移植され、それによってエスケープバリアント腫瘍細胞を含む不均一な固形腫
瘍を治療する、医薬組成物。
【請求項８】
　治療される腫瘍細胞が、副腎がん細胞、脳がん細胞、乳がん細胞、子宮頸がん細胞、結
腸がん細胞、大腸がん細胞、耳、鼻及び咽喉（ＥＮＴ）がん細胞、子宮内膜がん細胞、食
道がん細胞、消化管がん細胞、グリオーマ細胞、頭頸部がん細胞、腸がん細胞、腎臓がん
細胞、肝臓がん細胞、肺がん細胞、リンパ節がん細胞、黒色腫細胞、神経芽腫細胞、卵巣
がん細胞、膵臓がん細胞、前立腺がん細胞、直腸がん細胞、セミノーマ細胞、皮膚がん細
胞、胃がん細胞、奇形腫細胞、甲状腺がん細胞又は子宮がん細胞である、請求項７に記載
の医薬組成物。
【請求項９】
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　治療される腫瘍細胞が、膠芽腫細胞、膵臓腺がん細胞又は卵巣がん細胞である、請求項
７に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　対象における固形腫瘍を治療するためのリンパ球足場を形成するためのキットであって
、（ｉ）足場マトリックス、及び（ｉｉ）ＣＤ３、ＣＤ２８及びＣＤ１３７に特異的な抗
体を含むリンパ球活性化部分を含む、キット。
【請求項１１】
　多孔質粒子をさらに含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１２】
　リポソームをさらに含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１３】
　原細胞をさらに含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１４】
　ＳＴＩＮＧアゴニストをさらに含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１５】
　ＳＴＩＮＧアゴニストが、ｃ－ｄｉＧＭＰ、ｃ－ｄｉＡＭＰ、ｃ－ＧＡＭＰ、ｃ－ＡＩ
ＭＰ、（３’，２’）ｃ－ＡＩＭＰ、（２’，２’）ｃ－ＡＩＭＰ、（２’，３’）ｃ－
ＡＩＭＰ、ｃ－ＡＩＭＰ（Ｓ）、ｃ－（ｄＡＭＰ－ｄＩＭＰ）、ｃ－（ｄＡＭＰ－２’Ｆ
ｄＩＭＰ）、ｃ－（２’ＦｄＡＭＰ－２’ＦｄＩＭＰ）、（２’，３’）ｃ－（ＡＭＰ－
２’ＦｄＩＭＰ）、ｃ－［２’ＦｄＡＭＰ（Ｓ）－２’ＦｄＩＭＰ（Ｓ）］、ｃ－［２’
ＦｄＡＭＰ（Ｓ）－２’ＦｄＩＭＰ（Ｓ）］（ＰＯＭ）２及び／又はＤＭＸＡＡを含む、
請求項１４に記載のキット。
【請求項１６】
　ＳＴＩＮＧアゴニストが、ｃ－ｄｉＧＭＰを含む、請求項１４に記載のキット。
【請求項１７】
　免疫刺激剤をさらに含む、請求項１０に記載のキット。
【請求項１８】
　免疫刺激剤が、サイトカイン、抗体、小分子、ｓｉＲＮＡ、プラスミドＤＮＡ及び／又
はワクチンアジュバントである、請求項１７に記載のキット。
【請求項１９】
　免疫刺激剤が、（ｉ）ＣｐＧ、Ｃｐｇ－２８、ポリ（Ｉ：Ｃ）、α－ガラクトセラミド
、ＭＰＬＡ、ＶＴＸ－２３３７、ＥＭＤ１２０１０８１）イミキモド、ＭＧＮ１７０３、
Ｇ１００、ＣＢＬＢ５０２、ヒルトノール及びイミキモドから選択されるＴｏｌｌ様受容
体リガンド並びに／又は（ｉｉ）１７－ジメチルアミノエチルアミノ－１７－デメトキシ
ゲルダナマイシン）から選択される、請求項１７に記載のキット。
【請求項２０】
　リンパ球接着部分としてフィブリンをさらに含む、請求項１０に記載のキット。
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